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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題では日本、中国、韓国に残る装飾料紙を使用した書の作品について、その書の特

徴の詳細を調査・データ化するとともに、料紙の科学的分析を行なうことを目的として、まず

は国内外の関連作品のデータ収集を行ない、そのうち約 200 件の調査を实施した。それらの調

査結果はデジタルデータで蓄積し、東京国立博物館での陳列に活用しながら、研究成果報告書

を作成し公開している。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This project dealt with examples of calligraphic works on decorative paper preserved in 
Japan, China, and Korea, to study the details of the calligraphy styles and to conduct 
scientific analysis of the decorative papers. Approximately 200 works were selected for 
thorough research after basic data were collected relating to applicable examples in and 
out of Japan. The research results are now accumulated in digital format, being beneficial 
to exhibition activities at Tokyo National Museum. A research report has been published 
for public use as well. 
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１．研究開始当初の背景 

書には、さまざまな鑑賞のポイントがある
が、その一つは、本来、文字が持っている造

形的な美しさである。より正しく理解・鑑賞
するためには、書の特徴を個々に分析する必
要があった。 

研究種目： 基盤研究（Ｂ） 

研究期間： ２００７ ～ ２００９年度  

課題番号： １９３２００３２ 

研究課題名（和文） 東アジアの書道史における料紙と書風に関する基礎的研究   

                   

研究課題名（英文） Fundamental Research on Paper and Handwriting Styles  

in East Asian Calligraphy History 

 

研究代表者     島谷 弘幸 （ＳＨＩＭＡＴＡＮＩ ＨＩＲＯＹＵＫＩ） 

         独立行政法人国立文化財機構東京国立博物館・学芸研究部・部長 

 研究者番号：  ９０１７０９３５ 

 

 



 

 

また、書道史において料紙に関する科学的
な研究は、ほとんど行われていなかった。そ
の理由は、これまでの料紙研究のほとんどが、
作品そのものを直接の対象とせず、文献をよ
りどころとしていたためである。そのような
傾向は日本だけでなく、書の研究の盛んな中
国・韓国においても同様であった。 

東アジアの書道史について、日本、中国、
韓国の、それぞれの書風と料紙の変遷を概観
すると、相互に密接な関係があり、日本の遺
品は中国や韓国から伝来した書風や料紙を
さらに発展させているところに特色がある。
本研究課題をすすめていく上で重要なこと
は、これらの国の研究者や機関と連携をとり
ながら、それぞれの書風と料紙に関わる共通
点や相違点を正確に把握することにあった。 

 

２．研究の目的 

東アジアの書道史において、装飾料紙に執
筆された名品を対象に、書風の時代的な変遷
ならびに筆者の個人的な特徴を明確にする。
また、書写に用いられた料紙の製作技法を解
明して、書風と料紙使用についての関連を把
握することも目的とする。 

 

３．研究の方法 

研究方法は、美術史学的調査と、料紙の科
学的分析調査とに大きく分かれる。 
(1)美術史的調査(書体・書風の分析および作

品制作の時代背景についての調査)  
①書体について、篆書・隷書・楷書・行書・
草書の区別や、混在する状況を具体的に明
らかにする。 
②筆の傾きや字形の特徴など書風形成の
要因になる筆法の特徴を調査、記録する。 
③書誌・伝来に関する情報（法量、一紙の
行数、一行の文字数、料紙の装飾や文様な
ど、出典、伝来、付属品など）の調査をす
る。 

(2)料紙の科学的分析調査 
具体的な方法としては、光学顕微鏡を用

いて繊維状態を観察し、紙の原材料である
植物繊維等の同定を非破壊の方法で行う。
また、繊維以外にも、料紙装飾部分の顕微
鏡観察と撮影を通じて、技法や保存状態に
関する考察を適宜行う。作品の紙質調査を
分析し、その結果の比較検討を行い、本研
究で得られた知見を新たにデータベース
へ追加する。 
 

４．研究成果 
(1)データ収集 
  日本国内、韓国、中国にどれだけ関連作

品が残されているか、データを収集した。
とくに今回研究の中心となった装飾料紙
を使用した古筆に関しては、その所蔵先な
ど詳細なデータをまとめることができた。 

(2)調査 
国内では、次の所蔵先で調査を实施した。 
東京国立博物館 
京都国立博物館 
京都・泉屋博古館 
京都・陽明文庫 
愛知・名古屋市博物館 
愛知・徳川美術館 
大阪・大阪市立美術館 
東京・宮内庁三の丸尚蔵館 
高知・山内家資料館 
東京・大倉集古館 

国外で調査したのは、次の所蔵先である。 
韓国・国立中央博物館 
中国・西安博物院 
中国・西安碑林博物館 
中国・陜西歴史博物館 
中国・遼寧省博物館 
中国・香港中文大学文物館 

調査においては、所蔵先の許可を取りな
がら作品の料紙に関して光学顕微鏡を使
用した写真をできるだけ撮影し、料紙の科
学的調査を实施した。同時に、書の特徴を
詳細に調査し記録を行なった。 

(3)データの蓄積と公開 
  調査を行なうことができた約 200件のデ

ータは、写真データと合わせてデジタルデ
ータでの蓄積を行なってきた。それらは、
東京国立博物館での展示に活用しはじめ
ている。2008 年度には特集陳列「装飾料紙
と鑑賞料紙」（11 月 5 日～12 月 14 日）を
開催し、調査データの公開をした。また、
2009年度には研究成果報告書を作成し、関
係者に配布を行なっている。 
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